
静岡県の「地域防災の日」と「地域防災訓練」

今から約75年前の1944年（昭和19年）12月7日に、紀伊半島の南東

沖を震源とする東南海地震が発生しました。この地震は、県内各地にも大き

な被害をもたらし295人の犠牲者を出しました。また、1983年（昭和58年）

には、日本海中部地震が発生し、約3000戸の住家被害や死者100名に及ぶ

津波被害が生じました。

これらの教訓を活かす訓練として、地域防災訓練は1983年（昭和58年）

に始まり、また、1986年（昭和61年）からは12月の第１日曜日を「地域防災

の日」と定め、各地域の自主防災組織が中心となった訓練を行っており、今年

で４０回目となります。






























